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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，７９５人　（－１２）

　女　１０，５３５人　（－１７）

総人口２０，３３０人　（－２９）

世帯数１６，９４４世帯（＋１２）

平成20年５月１日現在

この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

佐野坂

大学坂（昭和初期）

発
行

／
青

森
県

五
戸

町
　

編
集

／
総

務
課

　
〒

０
３

９
－

１
５

１
３

　
青

森
県

三
戸

郡
五

戸
町

字
古

舘
２

１
－

１
TEL０

１
７

８
－

６
２

－
２

１
１

１
　

FAX０
１

７
８

－
６

２
－

６
３

１
７

　
M

AIL
soum

u＠
tow

n.gonohe.aom
ori.jp　

http://w
w

w
.tow

n.gonohe.aom
ori.jp

広
報

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
五
戸
町
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
高

橋
與
志
夫
会
長
）
か
ら
「
第

22
回
五
戸
春
ま
つ
り
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

の
益
金
３
万
円

ラストシュート！
時間よ止まれ！

ラストシュート！
時間よ止まれ！
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◆主な内容◆

・五戸地区消防団連合観閲式　　　　　　②

・五戸町教育大会　　　　　　　　　　　③

・勇退・転出・転入の校長先生　　　　④⑤

・「閉じこもり」を防ぐ10のヒント　　 　⑥

・眼科休診のお知らせ　　　　　　　　　　⑦

・後期高齢者医療制度（長寿医療制度）　　⑧

・児童手当現況届　　　　　　　　　　　　⑩

・郷土探訪「暮らしと共に生きる坂－今と昔⑤」　　⑫

◆主な内容◆

・五戸地区消防団連合観閲式　　　　　　②

・五戸町教育大会　　　　　　　　　　　③

・勇退・転出・転入の校長先生　　　　④⑤

・「閉じこもり」を防ぐ10のヒント　　 　⑥

・眼科休診のお知らせ　　　　　　　　　　⑦

・後期高齢者医療制度（長寿医療制度）　　⑧

・児童手当現況届　　　　　　　　　　　　⑩

・郷土探訪「暮らしと共に生きる坂－今と昔⑤」　　⑫

5
№160

「
暮
ら
し
と
共
に
生
き
る
坂
―
今
と
昔
⑤

　
　
藩
政
期
の
佐
野
坂
、大
学
坂
、沢
井
坂
」
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【
佐
野
坂
】

　
高
山
峠
か
ら
歩
い
て
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
佐
野
に
着
く
。
佐
野
か

ら
浅
水
ま
で
の
下
り
坂
が
佐
野
坂
。

幅
四
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
細
道

だ
っ
た
が
、
明
治

天
皇
御
巡
幸
の
際

に
改
修
さ
れ
て
立

派
に
な
っ
た
。
昔

の
官
道
は
至
る
所

に
奥
州
街
道
の
姿

を
残
し
て
子
孫
に

伝
え
て
い
る
。

【
浅
水
の
地
蔵
坂
】

　
浅
水
下
区
の
山
道
に
入
っ
て
百

メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
坂
。
二
十
三

夜
、
庚
申
塚
の
碑
に
出
合
っ
た
。

戦
前
は
坂
の
東
側
に
あ
っ
た
が
、

今
は
舗
装
工
事
に
よ
っ
て
反
対
側

に
移
っ
た
。

【
大
学
坂
】

　
五
戸
八
幡
坂
を
越
え
、
一
本
松

に
向
う
三
百
メ
ー
ト
ル
の
坂
道
。

　
こ
の
街
道
を
往
来
し
た
旅
人
の

う
ち
、
五
戸
駅
に
宿
を
取
っ
た
名

の
あ
る
人
に
は
菅
江
真
澄
、
伊
能

忠
敬
、
高
山
彦
九
郎
、
吉
田
松
陰

な
ど
が
い
る
。
幕
末
期
に
ロ
シ
ア

の
南
侵
対
策
の
た
め
、
盛
岡
藩
警

備
隊
、
鉄
砲
隊
等
も
こ
の
坂
道
を

通
過
し
、
下
北
の
海
岸
防
備
や
北

海
道
防
備
の
任
務
に
向
か
っ
た
。

地
元
の
農
家
に
地
名
の
由
来
を
尋

ね
た
が
、
判
然
と
し
な
か
っ
た
。

【
鹿
内
の
沢
井
坂
】

　
鹿
内
か
ら
白
山
岱
に
出
る
幅
二

メ
ー
ト
ル
の
官
道
。
坂
の
由
来
は
、

泉
を
指
す
沢
井
で
あ
る
と
い
う
。

　
そ
の
昔
、
鹿
内
は
家
数
二
十
一

軒
、
小
鹿
内
は
一
軒
あ
っ
た
。
江

戸
時
代
は
国
角
窪
と
呼
び
、
明
治

に
鹿
内
と
改
め
た
。

　
千
葉
県
香
取
郡
東
庄
町
に
千
葉

秀
胤
と
い
う
有
力
な
豪
族
が
い
た
。

こ
の
千
葉
氏
に
四
人
の
男
子
が

あ
っ
た
。
宇
治
の
乱
で
一
族
が
自

害
。
三
男
泰
秀
は
孫
の
行
氏
左
衛

門
太
郎
を
追
討
使
い
の
手
が
届
か

な
い
、
鎌
倉
幕
府
の
飛
地
で
あ
る

奥
州
鹿
内
に
出
奔
さ
せ
た
と
い
う
。

本
名
の
和
田
、
東
、
国
分
、
福
田
、

山
口
、
佐
藤
に
農
民
を
加
え
た
二

十
人
は
素
性
の
発
覚
を
恐
れ
、
全

員
「
鹿
内
」
の
姓
を
名
乗
っ
た
。

　
房
総
半
島
の
鹿
野
山
は
霊
山
と

い
わ
れ
、
山
と
石
と
木
は
原
始
信

仰
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
。
そ
の
鹿

野
山
の
内
に
神
霊
が
あ
る
と
い
う

の
で
頭
文
字
の
鹿
と
内
を
取
っ
て

「
鹿
内
」
と
改
め
た
。
祖
の
太
郎

は
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
年
）
生

ま
れ
で
二
歳
。
住
家
は
か
や
ぶ
き

の
粗
末
な
建
物
で
、
五
十
年
以
上

も
こ
の
土
地
に
住
ん
だ
。

　
五
戸
郷
の
田
畑
調
査
は
五
十
年

に
一
回
行
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
、

鹿
内
一
族
は
北
条
氏
の
検
地
調
査

を
逃
れ
る
た
め
青
森
周
辺
に
移
動

し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
（
異
説

を
唱
え
る
人
も
あ
る
）
落
人
の
命

脈
を
保
つ
た
め
に
文
書
、
系
譜
、

墓
石
が
残
ら
な
い
の
が
現
状
。
隠

れ
た
異
説
を
掘
り
出
そ
う
と
努
め

た
が
短
期
間
で
は
無
理
だ
っ
た
。

　
沢
井
坂
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五

三
）
七
月
初
旬
、
五
戸
の
百
姓
一

揆
の
集
合
場
所
が
白
山
岱
だ
っ
た

の
で
利
用
さ
れ
た
。
農
民
約
五
百

人
が
白
山
岱
か
ら
こ
の
坂
を
下
り
、

川
原
町
、
西
藤
坂
、
浅
水
、
三
戸

ま
で
押
し
か
け
、
訴
状
を
代
表
者

に
出
し
た
。

※
坂
の
メ
モ

①
鹿
内
の
共
同
墓
地
わ
き
に
、
無

名
の
巨
石
が
埋
ま
っ
て
い
る
が

墓
守
不
明
。

②
野
沢
の
古
館
坂
は
数
百
年
前
の

ア
イ
ヌ
民
族
の
館
か
、
豪
族
の

館
か
明
確
で
は
な
い
。

③
荷
軽
井
の
白
坂
は
三
戸
に
通
じ

る
道
路
。
坂
一
帯
が
火
山
灰
の

白
砂
地
の
た
め
こ
う
呼
ば
れ
る
。

④
境
坂
（
通
称
郡
境
）
現
在
の
野

村
園
芸
付
近
の
坂
道
を
こ
の
よ

う
に
呼
ぶ
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

春
季
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

五
戸
地
方
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

春
季
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

五
戸
地
方
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ラストシュート！
時間よ止まれ！

こ
う
し
ん

と
う
の
し
ょ
う
ま
ち

し
ゅ
っ
ぽ
んか

の
う
ざ
ん

ゆ
き
こ
う
じ
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堂々の行進（ラッパ隊）

道路のごみを拾う参加者

鍋セットを受けとる　橋教育長（右）ＩＨクッキングヒーター用鍋セット

勇壮なまとい振り 恒例の玉落し大会

夢の森ハイランドでイベント！
　夢の森ハイランドでは町の特産品ＰＲを目的として、
毎月第３日曜日に「味まつり＆倉石牛まつり」を開催
します。当日は、高級和牛「倉石牛」のバーベキューを
堪能できるほか、野菜、果樹、アピオスとヤーコンの加
工品などの販売コーナーもあります。ご来場ください。

日　時　毎月第３日曜日（１１月まで開催）午前１０時～午後３時
場　所　夢の森ハイランド
料金等　倉石牛炭火バーベキューセット（倉石牛２００ｇ、野菜付）
　　　　２，５００円　限定２０人　※１週間前までに予約が必要です

問い合わせ・申し込み先
　㈱倉石地域振興公社　ＴＥＬ７７－３１３１  ＦＡＸ７７－３１３３

ご み

運 動

０なしなし

み
ん
な
で
つ
く
る

清
潔
で
美
し
い
町

　
今
年
で
14
回
目
と
な
る
ご
み
０

運
動
が
４
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
自
治
会
で
は
早
朝
か
ら
町

民
が
繰
り
出
し
、
道
路
に
落
ち
て

い
る
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　
今
回
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
可
燃

ご
み
４
・
５
ト
ン
、
不
燃
ご
み
３
・
０

ト
ン
の
計
７
・
５
ト
ン
。
町
職
員

に
よ
っ
て
回
収
、
十
和
田
地
域
広

域
事
務
組
合
の
ご
み
処
理
施
設
に

搬
入
さ
れ
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
森
県
消
防
協
会
三
八
支
部
五

戸
地
区
消
防
団
（
川
h
七
保
地
区

長
）
の
連
合
観
閲
式
は
４
月
27
日
、

五
戸
町
と
新
郷
村
の
団
員
約
７
５

０
人
、
消
防
車
両
39
台
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
団
員
ら
は
午
前
８
時
に
町
中
心

街
に
整
列
。
服
装
や
規
律
な
ど
に

つ
い
て
、
三
浦
正
名
町
長
の
観
閲

を
受
け
た
後
、
堂
々
の
分
列
行
進

を
行
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
五
戸
小
学
校
で
行
わ

れ
た
式
典
で
は
、
永
年
勤
続
者
や

功
労
者
な
ど
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
終
了
後

に
は
、
ポ
ン
プ
操
法
や
小
隊
訓
練

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
女
性
団
員
に

よ
る
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
五
戸
高
校
東
側
の
用

水
路
沿
い
に
会
場
を
移
し
て
呼
び

物
の
「
玉
落
し
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
高
さ
９
メ
ー

ト
ル
の
柱
の
先
に
結
び
付
け
ら
れ

た
玉
を
め
が
け
て
下
か
ら
放
水
す

る
団
員
ら
に
、
大
勢
の
観
客
か
ら

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

な
し

給
食
セ
ン
タ
ー
に

　  

鍋
セ
ッ
ト
寄
贈

　
こ
の
ほ
ど
町
に
対
し
、
東
北
電

力
㈱
青
森
支
店（
井
上
茂
支
店
長
）

か
ら
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
用
鍋
セ
ッ
ト
一
式
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



竹内教育委員長から受賞者に表彰状が贈られた

e

五戸町教育大会 －教育の基本方針を確認－五戸町教育大会 －教育の基本方針を確認－

　
第
45
回
五
戸
町
教
育
大
会
が
４

月
24
日
、
町
立
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
教
育
関
係
者
ら
が
今
年
度
の

教
育
施
策
を
確
認
し
た
ほ
か
、
各

種
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
竹
内
良
雄
教
育
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
a
橋

正
之
教
育
長
が
、
学
校
教
育
・
社

会
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
主
要
施
策
を

説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
平
成
19
年
度
に
町
の

教
育
振
興
に
貢
献
し
た
団
体
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
功

労
の
あ
っ
た
団
体
や
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
個
人
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

スポーツ賞

スポーツ奨励賞

文化奨励賞

文化功労賞

五 戸 郷 土 研 究 会 会の設立以来27年以上、文化財の保護活用を図
り、地域住民の文化の向上に資している。

佐藤　美帆
橋本可奈子
三浦佳奈美
三浦　里奈
外久保未緒
川村瑠璃夏
三浦　　栞
日向　　翔
西野真瑳記
向山いずみ
森脇　紗織
田中　瑞希
神谷　　遥

五 戸 小 学 校
第36回マーチングバンド・バトン
トワーリング東北大会　優秀賞

中川原ゆきの
佐藤久一郎 南 小 学 校

ストップ温暖化「一村一品」大作
戦全国大会特別賞「地球の未来賞」

豊川　竜勢
類家　愛羅

切 谷 内 小 学 校 第67回全国教育美術展　特選

文　化　賞

小泉　晋哉 十和田工業高等学校

第31回全国高等学校総合文化祭自然
科学部門研究発表会　文化連盟賞、
第28回青森県高等学校総合文化祭自
然科学部門研究発表の部　第１位

金澤　凌平 〃

第28回青森県高等学校総合文化祭自然
科学部門　最優秀賞、第60回青森県児
童生徒理科研究発表大会高等学校の部
物理分科会　青森県教育委員会教育長賞

横田　照子 五 戸 小 学 校 第36回マーチングバンド・バトン
トワーリング東北大会　優秀賞

佐々木ひとみ 三本木農業高等学校 第58回日本学校農業クラブ全国大
会農業鑑定競技会　優秀賞

塚原ちね子
伊藤　昭子
奥寺　淳子

五戸町文化協会 第13回全国優秀吟者吟道大会連吟
の部　５位入賞

石田　亜美
松崎　愛璃
大西　美紀
川村　杏奈

三本木高等学校 平成19年度青森県高等学校サッカー
新人大会　優勝

村越　俊彦
小山田直留
小渡　　智
田中　　洋
三浦裕次朗
工藤　正輝
高橋賢太郎
川村　雅実

五 戸 町 バ レ ー
ボ ー ル 協 会

第62回市町村対抗青森県民体育大会
バレーボール競技町村の部　第１位

小田沙友梨
中里　江李
若松　恵理
鈴木由紀乃
新井山千春

三沢商業高等学校 第60回青森県高等学校総合体育大会
バスケットボール競技　優勝

鳥谷部健太 三本木農業高等学校 第18回全日本高等学校馬術選手権大会　第3位

三浦　正司 八 戸 工 業 大 学
第 一 高 等 学 校

平成19年度青森県高校総合体育大会
レスリングフリースタイル60㎏級　優勝

赤坂　英貴 石 沢 小 学 校 第26回青森県小学生陸上競技記録会
「走り高跳び」　第１位

杉澤　昂太 五 戸 小 学 校 第26回青森県小学生陸上競技記録会
「男子1500ｍ」　第１位

鳥谷部光亮 蛯 川 小 学 校 日清食品カップ第23回全国小学生陸上
競技交流大会「男子走り高跳び」  出場

太田　優香 又 重 小 学 校
ジャパンビバレッジ杯レスリングジャ
パンクイーンズカップ2007キッズ小学
１・２年の部19㎏級　第１位

永田　尚輝
鈴木　南都
石渡　　隆
三浦　佑太
鈴木　恒輝
村松　　韻
下栃棚　健
川村　　涼
川村　　駿
三浦　力照
久保　隼汰
中川原慎平
立花　龍一
小笠原　快
角浜　祐亮
佐々木雄一

五 戸 小 学 校
ドッジボールクラブ

第17回全日本ドッジボール選手権
青森県大会　優勝

角田　正美 八戸市剣道協会 第37回東北居合道大会五段の部　優勝

向谷地厚子 五戸小ドッジボールクラブ 第17回全日本ドッジボール選手権青森県大会　優勝

感　謝　状
東北三吉工業株式会社
　代表取締役　田沢　英治 五戸町人材育成基金 金員を寄付

八戸信用金庫
　理　事　長　小野　　　 五戸町人材育成基金 金員を寄付
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旧
倉
石
村
、
そ
し
て
五
戸
町
と

行
政
の
区
画
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

教
職
の
最
後
の
五
年
間
を
石
沢
小

学
校
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
校
庭
の
緑
の
芝
生
の
管
理
、

綿
々
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
駒
踊

り
の
伝
承
活
動
、
そ
し
て
、
教
育

活
動
に
対
す
る
身
を
惜
し
ま
ぬ
協

力
に
、
地
域
の
方
々
の
学
校
に
対

す
る
熱
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
学
校
は
地
域
と
共

に
育
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
熱
意
あ
る
教
員
と
純
朴
な
子
ど

も
た
ち
に
囲
ま
れ
、
ま
た
皆
様
の

心
温
ま
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を
支

え
に
何
と
か
教
職
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

ま
す
ま
す
五
戸
町
が
発
展
す
る
こ

と
を
願
い
、
退
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
新
採
用
が
、
現
役
場
の
古
舘
校

舎
に
て
の
五
戸
中
五
年
間
。
そ
し

て
教
職
の
最
後
の
三
年
間
を
ひ
ば

り
野
五
戸
中
に
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
教
育
そ
の
も
の
が
大
変
難
し
い

時
代
に
、
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が

教
師
と
生
徒
、
お
互
い
の
信
頼
関

係
の
構
築
が
あ
れ
ば
、
と
い
う
こ

と
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
き
た
つ

も
り
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一

部
に
自
分
の
力
不
足
を
反
省
し
な

が
ら
、
そ
れ
以
上
に
地
域
、
保
護

者
の
方
々
か
ら
の
本
当
に
厚
い
ご

支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
特
に
ひ
ば
り
野
自
治
会
の
皆

様
方
に
は
自
主
的
に
本
校
生
徒
の

安
全
確
保
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
の
ま
す
ま
す
の
五
戸
中
学

校
の
発
展
を
お
祈
り
し
、
お
礼
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

感
謝
の
連
続

　
上
市
川
小
学
校
在
職
中
は
、
町

当
局
、
保
護
者
・
地
域
の
方
々
よ

り
公
私
に
わ
た
り
、
ご
厚
情
、
ご

鞭
撻
を
賜
わ
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
「
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

よ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
「
学
習
田
づ
く
り
」
、

「
地
域
懇
談
会
」、「
通
学
合
宿
」

な
ど
、
家
庭
・
地
域
の
方
々
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き

な
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
そ
れ

ら
の
連
絡
・
調
整
を
買
っ
て
出
た

の
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
で
あ
り
、

Ｏ
Ｂ
の
会
長
さ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
方
か
ら
言
わ
れ
た
「
学
校

の
た
め
な
ら
何
で
も
協
力
し
ま
す
」

の
温
か
い
言
葉
が
、
今
も
心
に
深

く
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
感
謝
、
感
謝
の
三
年
間
で
し
た
。

　
豊
間
内
小
学
校
で
の
三
年
間
は

た
い
へ
ん
思
い
出
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　
教
員
採
用
以
来
、
中
学
校
し
か

経
験
の
な
い
私
で
し
た
が
、
な
ん

と
か
過
ご
せ
た
の
も
保
護
者
の
方

々
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
の
学
校

に
対
す
る
絶
大
な
ご
協
力
の
お
陰

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
深
く
感
謝

し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
豊
間
内
小
学
校
の
子
ど
も
達
は

た
い
へ
ん
素
直
で
、
意
欲
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
小
規
模
校
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
で

は
、
三
年
間
で
二
回
も
県
大
会
に

連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
数
々
の
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
外
部
か
ら
見
る

と
た
い
へ
ん
す
ご
い
こ
と
な
の
で

す
。
今
後
も
、
自
信
を
持
っ
て
、

頑
張
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
又
重
小
学
校
在
職
中
は
、
公
私

に
わ
た
り
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜

わ
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
緑
一
面
の
芝
生
の
校
庭
・
ホ
タ

ル
が
住
む
ビ
オ
ト
ー
プ
・
屋
内
相

撲
場
と
恵
ま
れ
た
環
境
と
、
旧
校

舎
跡
地
の
梅
の
収
穫
・
リ
ン
ゴ
栽

培
・
手
造
り
の
田
ん
ぼ
リ
ン
ク
で

の
ス
ケ
ー
ト
大
会
等
の
特
色
あ
る

教
育
活
動
は
、
保
護
者
の
皆
様
や

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
達
の
た
め
に
」
の
合

い
言
葉
一
つ
で
、
協
力
を
惜
し
ま

な
い
心
意
気
に
感
謝
の
日
々
で
し

た
。
素
直
で
優
し
く
ね
ば
り
強
い

子
ど
も
達
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
職
員

に
恵
ま
れ
、
三
年
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
創
立
百
三
十
二
年
の
歴
史
と
伝

統
あ
る
又
重
小
学
校
の
発
展
と
子

ど
も
達
の
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

林

　

久

人
　
先
生

石
沢
小
　
退
職
　

齋

藤

正

榮
　
先
生

五
戸
中
　
退
職
　

尾

崎

官

一
　
先
生

　
上
市
川
小
か
ら
石
鉢
小（
階
上
町
）へ

奥

谷

　

寛
　
先
生

　
豊
間
内
小
か
ら
高
田
小（
青
森
市
）へ

澤
田

た
か
子
　
先
生

　
又
重
小
か
ら
西
園
小（
八
戸
市
）へ

勇退・転出の校長先生勇退・転出の校長先生

べ
ん
た
つ
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石

亀

政

宏
　
先
生

　
上
郷
小（
田
子
町
）か
ら
上
市
川
小
へ

苫
米
地
　
実
　
先
生

　
ち
と
せ
小（
十
和
田
市
）か
ら
豊
間
内
小
へ

星
　
裕
喜
子
　
先
生

　
中
野
小（
八
戸
市
）か
ら
石
沢
小
へ

金

田

雅

輝
　
先
生

　
戸
来
小（
新
郷
村
）か
ら
又
重
小
へ

橘

　

公

人
　
先
生

　
杉
沢
中（
南
部
町
）か
ら
五
戸
中
へ

　
二
十
三
年
ぶ
り
に
「
教
育
の
町
」

五
戸
町
へ
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。

新
任
校
で
の
職
責
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
さ
て
、
明
る
さ
を
全
身
か
ら
醸

し
出
す
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を

も
ら
い
、
上
市
川
小
学
校
で
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

が
、
子
ど
も
た
ち
と
爽
や
か
な
挨

拶
を
交
わ
し
て
い
る
光
景
に
接
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
、
学
校
・
保
護

者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
教
育

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
一
人

一
人
が
持
つ
良
さ
を
一
層
伸
ば
す

た
め
に
、
保
護
者
の
皆
様
や
地
域

の
方
々
と
手
を
携
え
、
明
る
く
楽

し
い
学
校
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
校
周
辺
を
散
策
し
て
お
り
ま

す
と
、
浅
水
川
の
岸
に
野
鳥
の
巣

が
あ
り
、
野
鳥
が
餌
を
運
ん
で
い

ま
し
た
。
懐
か
し
く
て
、
ほ
っ
と

し
た
一
瞬
で
し
た
。
こ
の
豊
間
内

の
地
域
と
似
た
自
然
で
育
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
か
。

　
学
校
で
は
、
子
ど
も
達
と
元
気

に
挨
拶
を
交
わ
し
、
言
葉
が
け
し

な
が
ら
活
動
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

逆
に
私
が
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る

よ
う
で
、
一
緒
に
走
っ
て
し
ま
う

こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
教
育
に
熱
心
な
保
護
者
、
地
域

の
皆
様
と
手
を
携
え
、
安
全
で
安

心
な
学
校
生
活
を
保
障
す
る
と
と

も
に
、
素
直
で
明
る
い
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
持

て
る
力
を
結
集
し
職
員
一
丸
と
な

っ
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
遠
く
に
八
甲
田
山
が
青
く
輝
き
、

清
ら
か
な
五
戸
川
流
域
に
開
け
た

創
立
百
三
十
二
年
の
歴
史
と
伝
統

あ
る
石
沢
小
学
校
に
赴
任
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
柔
ら
か
な
緑
の
芝
生
の
校
庭
は
、

潤
い
と
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

芝
生
で
の
朝
マ
ラ
ソ
ン
で
一
日
が

ス
タ
ー
ト
し
、
68
名
の
子
ど
も
達

の
明
る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
学

校
中
に
響
き
わ
た
り
ま
す
。

　
南
部
駒
踊
り
の
継
承
や
、
自
然

体
験
活
動
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と

石
沢
が
大
好
き
な
子
を
育
て
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
日
が
楽
し
く
、

明
日
が
待
ち
遠
し
い
学
校
、
一
人

一
人
が
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
学

校
を
め
ざ
し
、
12
名
の
教
職
員
と

共
に
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
い
き
ま

す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
芝
生
の
広
が
る
校
庭
、
夏
に
な

る
と
螢
が
群
舞
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
、

そ
し
て
鬼
竜
川
・
青
ノ
里
を
輩
出

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で

い
る
相
撲
と
特
色
多
い
又
重
小
学

校
に
四
月
一
日
に
赴
任
し
て
一
月

た
ち
ま
し
た
。

　
五
月
、
桜
が
咲
き
始
め
、
温
か

い
陽
光
が
降
り
注
ぐ
校
長
室
か
ら

芝
生
の
広
が
る
校
庭
を
眺
め
る
と

子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に

運
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
何
が
最
善
な
の
か
。

　
幕
末
の
長
岡
藩
士
河
井
継
之
助

は
「
長
岡
藩
士
と
い
う
範
囲
内
で

長
岡
藩
の
た
め
深
く
井
戸
を
掘
る

よ
う
に
考
え
て
ゆ
く
」
と
言
い
実

行
し
て
行
き
ま
し
た
。
私
も
「
又

重
小
の
校
長
と
し
て
又
重
の
子
ど

も
た
ち
の
為
に
」
深
く
井
戸
を
掘

る
よ
う
に
考
え
、
行
動
し
て
行
く

所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
五
戸
中
に
は
昭
和
六
十
年
か
ら

十
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
は
統
合
か
ら
間
も
な
い
こ

と
も
あ
り
、
生
徒
、
職
員
、
保
護

者
・
地
域
の
皆
様
方
も
建
学
の
精

神
「
浩
然
の
気
」
に
溢
れ
文
武
両

道
に
わ
た
り
意
気
盛
ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
気
風
と
伝
統
は
現
在

も
在
校
生
た
ち
に
引
き
継
が
れ
て

お
り
、
普
段
の
元
気
な
あ
い
さ
つ

や
部
活
の
練
習
ぶ
り
、
大
会
で
の

活
躍
な
ど
か
ら
も
感
じ
ら
れ
頼
も

し
い
限
り
で
す
。
「
創
造
な
き
伝

統
は
空
虚
で
あ
る
」。
こ
れ
は
、
初

代
校
長
関
口
澄
見
先
生
の
言
で
す
。

今
後
も
本
校
の
よ
き
伝
統
や
校
風

は
継
承
し
な
が
ら
も
、
常
に
学
校

運
営
に
創
意
・
工
夫
を
凝
ら
し
、

生
徒
一
人
一
人
に
未
来
を
切
り
拓

く
た
く
ま
し
さ
が
身
に
つ
く
よ
う

職
員
と
と
も
に
尽
力
す
る
所
存
で

す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

転入の校長先生転入の校長先生

こ
う
ぜ
ん

あ
ふ

か
も
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地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 家に閉じこもる生活を続けていると…家に閉じこもる生活を続けていると…家に閉じこもる生活を続けていると…14

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

寝たきり、認知症を招く「閉じこもり」 生活空間を外に広げましょう

「閉じこもり」を防ぐ１０のヒント

　閉じこもり自体は疾病ではありません。
　しかし、週に１回も外出をしないよ
うな閉じこもり生活を続けると、運動
機能の低下や認知症の進行を招きやす
くなります。また、閉じこもりを原因
に要介護状態へ移行する場合も少なく
ありません。

① 生活のリズムを規則正しくしましょう
② 1日30分以上、体を動かしましょう
③ 定期的に健康診断を受けましょう
④ 心の健康づくりを目指し、いつも笑顔を心掛けましょう
⑤ 自分でやれることは、自分でやりましょう

⑥ 積極的に自宅から外に出てみましょう
⑦ ボランティア活動に参加しましょう
⑧ 趣味を楽しみましょう
⑨ 安全・安心な住まいづくりの工夫を
⑩ 地域のサービスや情報を利用しましょう

　閉じこもりは、毎日の活動内容と大いにかかわっ
ています。
　例えば、毎日の活動に掃除や料理などを加えれば、
自室にこもることが少なくなります。さらに庭いじ
り、散歩、買い物などで生活空間はどんどん広がり
ます。家の中から家の外へ、少しずつでも生活空間
を広げていけば、生活全般が活性化し、心身の機能
の向上にもつながります。

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

果
樹
園
の
若
葉
に
年
の
計
た
て
る

農
に
嫁
ぎ
欠
さ
ず
五
十
年
古
希
感
謝

庭
じ
ゅ
う
の
昨
日
の
嵐
掃
き
集
め

〈
短
歌
〉

水
ぬ
る
む
春
の
季
節
が
や
っ
て
き
た

小
鳥
の
声
も
な
に
か
楽
し
そ
う

車
窓
に
見
ゆ
山
径
ゆ
け
ば
濃
き
色
の

桜
山
に
映
え
好
友
と
楽
し
む

田
植
え
終
え
喜
ぶ
田
圃
の
そ
の
中
に

農
業
ば
な
れ
に
泣
く
休
耕
田

足
腰
痛
む
寝
こ
ろ
ん
で
庭
を
眺
め
る

春
は
黄
色
の
花
か
ら
始
ま
る

若
き
甥
糖
尿
病
に
失
明
し

慰
め
お
れ
ば
笑
顏
見
せ
し
も

ひ
孫
か
ら
花
束
も
ら
い
小
さ
な
手

ば
あ
や
元
気
で
ね　

愛
の
手
合
わ
す

ぐ
ん
ぐ
ん
と
黒
雲
せ
ま
る
曇
天
に

花
笠
ひ
ろ
げ
糸
桜
立
つ

　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

若
松
　
忠
雄
　（
下
モ
沢
向
）　

上
市
川

中
　
区

ま　

  

ど

か
か

こ　

き

は

と　

  

も

中
　
道

十
文
字

み
ち

お
い

な
ぐ
さ

ど
ん

て
ん
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●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
６
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

133

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

濱
舘
　
貴
徳

非
常
勤

澤
田
　
直
也

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

前
田
　
晋
平

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

袴
田
真
理
子

佐
々
木
　
亮

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　月
曜
日

　金
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　第
１
・
２
木
〜
金
曜
日

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に

　
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
６
月
13
日
（
金
）
を
も
っ
て
眼
科
診
療
を
９
月

ま
で
の
間
、
休
診
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
突
然
の
こ
と
に
、
眼
科
受
診
の
皆
様
に
は
ご
不
安
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
、
他
の
眼
科
医
療
機
関
へ
の
紹
介
な
ど
、
で
き
る
だ
け
ご
要
望

に
添
う
よ
う
に
対
応
し
な
が
ら
、
９
月
の
診
療
再
開
に
向
け
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
だ
、
診
療
再
開
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
診
察
日
が
土
曜
日
だ
け
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
診
療
日
数
の
大
幅
な
減
少
・
診
療
時
間
の
短
縮
が

確
実
で
す
。
眼
科
に
来
院
さ
れ
る
方
全
員
を
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に

診
療
す
る
こ
と
は
、
診
療
に
来
ら
れ
る
医
師
に
過
大
な
負
担
を
掛
け
る
こ

と
と
な
り
不
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
予
約
制
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
結
果
と
し
て
診
察
可
能

な
人
数
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
こ
の
予
約
制
の
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
に
必
要
最
低
限
の
眼
科
医
療
の
再
開
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と

で
す
が
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
日
頃
、
五
戸
総
合
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
多
大
な

ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
14
日
か
ら
眼
科
診
療
が

　
　
　  

　
　
休
診
と
な
り
ま
す
《
９
月
再
開
予
定
》

●４月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期　【　】＝３月期・前月

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

14,049
（14,191）
【14,173】

12,850
（12,589）
【13,279】

14,418
（14,574）
【14,423】

14,274
（14,343）
【14,237】

14,653
（14,616）
【14,652】

14,335
（14,250）
【14,378】

1921
（11,956）
【11,912】

14,566
（14,929）
【14,935】

14,388
（14,377）
【14,400】

14,551
（14,960）
【14,973】

14,673
（14,697）
【14,834】

14,570
（14,950）
【14,950】

11,910
（11,898）
【11,903】

14,643
（14,411）
【14,870】

14,741
（14,723）
【14,773】

14,452
（14,505）
【14,385】

14,210
（14,201）
【14,258】

14,570
（14,950）
【14,950】

 9,963
（10,233）
【10,328】

14,671
（14,167）
【15,257】

皮膚科 計

患者数

　　　　診療科
区分



i

現役並み所得者

一　　　般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

４４，４００円

１２，０００円

　８，０００円

　８，０００円

８０，１００円（注１）

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

２６０円

所得区分
外来（個人単位）

外来 ＋ 入院（世帯単位） 入院時食事代の標準負担額

２１０円（注２）

１００円

　４月１日から、これまでの老人保健制度に代わり、75歳以上の人（65歳以上で一定の障がいがある人）
は後期高齢者医療制度に加入し、これまでの老人保健制度と同様の医療給付を受けることができます。
　前号（シリーズ第２回）では、後期高齢者医療保険料の決まり方や納め方についてご説明しましたが、
今号では、お医者さんにかかったときの自己負担額についてご説明いたします。
　安心して医療を受けられるよう、皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

〇お医者さんにかかるときの自己負担は？
　これまでの老人保健制度と同様、お医者さんにかかるとき、保険証を窓口に提示すれば医療費は一部負
担で済みます。保険証には所得区分に応じて、自己負担割合（１割または３割）が記載されていますので
ご確認ください。
所得区分（自己負担割合）
・現役並み所得者（３割）…同一世帯に住民税課税所得が145万円以上の後期高齢者医療制度で医療を
　　　　　　　　　　　　　受ける人がいる人。
・一　　　般（１割）…現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人。
・低所得者Ⅱ（１割）…同一世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）。
・低所得者Ⅰ（１割）…同一世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除等を差し
　　　　　　　　　　　引いたときに０円となる人。

〇医療費が高額になったときは？
　１か月（同じ月内）の医療費の自己負担額が高額になった場合には、申請して認められると、自己負担
限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。限度額は「外来（個人単位）」を適用後、「外来＋
入院（世帯単位）」を適用します。
　また、入院時の窓口での負担は、世帯単位の限度額までとなりますが、所得区分が「低所得者Ⅰ・Ⅱ」
の人は、入院の際に「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関に提示する必要がありますので、
お住まいの市町村の担当窓口に申請してください。

自己負担限度額（月額／１食あたり）

（注１）医療費が267,000円を超えた場合は、その超えた分の１％を加算。ただし４回目以降は44,400円。
（注２）過去12か月で90日を超える入院があった場合は160円。

〇高額の医療費を長期間続けるときは？
　高額な治療を長期間継続して受ける必要がある「厚生労働大臣が指定する特定疾病」の場合、毎月の自
己負担額は10,000円までとなりますが、医療機関に「特定疾病療養受療証」を提示する必要があります
ので、お住まいの市町村の担当窓口に申請してください。

問い合わせ先　　役場住民課　国保班　　‡６２－２１１１　（内線１１５～１１７）

後 期 高 齢 者 医 療 制 度後 期 高 齢 者 医 療 制 度後 期 高 齢 者 医 療 制 度シリーズ 第３回

厚 生 労 働 大 臣 が
指定する特定疾病

・先天性血液凝固因子障害の一部
・人工透析が必要な慢性腎不全
・血液凝固因子製剤の投与に起因するＨＩＶ感染症

（長寿医療制度）



o

雇
用
・
資
格

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
募
集

警

察

官

募

集

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

お

知
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

情報ステーション

●
受
験
資
格

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

●
受
付
期
間

　
平
成
20
年
６
月
24
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
７
月
１
日（
火
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
20
年
９
月
７
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
東
北
事
務
局

　
℡
０
２
２ 

│ 

２
２
１ 

│ 

２
０
２
２

○
受
験
資
格

　
・
警
察
官
Ａ
（
平
成
20
年
10
月

　
　
採
用
）

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
大
卒（
見
込
み
）者

　
・
警
察
官
Ａ
（
平
成
21
年
４
月

　
　
採
用
）

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
大
卒（
見
込
み
）者

○
受
付
期
間

　
平
成
20
年
６
月
２
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
27
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
20
年
７
月
13
日（
日
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
警
察
署

　
℡
62 

│ 

３
２
４
１

●
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課

程
講
習
会

○
期
日

平
成
20
年
７
月
３
日（
木
）か
ら

９
月
ま
で
の
平
日

（
22
回
程
度
、
１
３
４
時
間
）

○
場
所

青
森
県
高
齢
者
福
祉
生
活
協
同

組
合
（
八
戸
市
）

●
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

○
日
時

平
成
20
年
７
月
２
日（
水
）か
ら

10
月
３
日（
金
）
ま
で
の
主
に

月
・
水
・
金
曜
日（
36
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

○
場
所

ア
レ
ッ
ク
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
学
院

（
八
戸
市
）

●
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

○
期
日

　
平
成
20
年
８
月（
予
定
）

○
場
所

八
戸
市
（
６
月
中
旬
ご
ろ
詳
細

決
定
）

●
対
象

母
子
家
庭
の
母
等
（
お
お
む
ね

60
歳
程
度
ま
で
）

●
募
集
期
間

平
成
20
年
６
月
２
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
６
月
13
日（
金
）ま
で

※
申
込
書
は
役
場
福
祉
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
５ 

│ 

４
１
５
２

　
任
期
満
了
に
伴
う
五
戸
町
農
業

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
（
平
成
20

年
７
月
６
日
投
票
）
の
立
候
補
予

定
者
に
対
す
る
説
明
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

●
日
時

　
平
成
20
年
６
月
23
日（
月
）

　
午
後
１
時
30
分

●
場
所

　
役
場
３
階
　
委
員
会
室

●
問
い
合
わ
せ
先

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
４

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
住

民
票
の
交
付
申
請
の
際
、
窓
口
で

「
本
人
確
認
」
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
本
人
確
認
」
は
、「
虚
偽
」
や

「
な
り
す
ま
し
」
に
よ
る
請
求
を

防
ぐ
た
め
、
請
求
者
の
本
人
確
認

書
類
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
あ
く
ま
で
も
窓
口
に
来
た
人

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

【
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類
】

①
１
種
類
で
確
認
で
き
る
も
の

・
運
転
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写

　
真
付
）

・
国
家
免
許
等
顔
写
真
付
の
証

　
明
書
　
他

②
２
種
類
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
証

・
年
金
手
帳

・
診
察
券

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等

※
た
だ
し
、
有
効
期
限
内
で
氏

名
等
の
表
記
の
あ
る
も
の
に

限
る
。

【
交
付
申
請
の
区
分
】

・
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
に
属
す

る
人
の
請
求
で
あ
れ
ば
、
窓
口

に
来
た
人
の
本
人
確
認
が
必
要

で
す
。

・
右
記
以
外
の
人
は
基
本
的
に
す

べ
て
「
委
任
状
」
が
必
要
に
な

り
、
窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確

認
が
必
要
で
す
。

・
金
融
機
関
等
か
ら
の
請
求
の
場

合
は
、「
契
約
書
等
の
写
し
」

を
添
付
し
て
い
た
だ
き
、
窓
口

に
来
た
人
の
本
人
確
認
が
必
要

で
す
。

※
自
動
車
販
売
店
な
ど
の
場
合
は
、

委
任
状
か
契
約
書
の
写
し
が
必

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１

　
内
線
１
１
２
、
１
１
３

住
民
票
の
交
付
申
請
の
際

本
人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。



!0

ご
み
有
料
化
等
検
討
委
員
会

委
員
の
公
募
に
つ
い
て

児
童
手
当
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

育
児

児
童
扶
養
手
当･

特
別
児
童

扶
養
手
当
に
つ
い
て

◎期　日　平成20年７月４日（金）午前10時～正午
◎場　所　町立公民館　小ホール
◎対　象　０歳～就学前の子どもと保護者（祖父母の方も大歓迎）
◎参加費　１人１００円（おやつ代）
◎申し込み　６月26日（木）までに各地区の子育てメイト、
　　　　　または役場福祉課まで　℡６２－２１１１　内線２５５

子育てメイト
子育て奮闘中の皆さん、子育てメイトと一緒に親子で楽しい一時を過ごしませんか

夏の親子クラブ夏の親子クラブ「七夕まつり会」

市民農園開設のお知らせ
五戸町初の市民農園を開設する予定です。
開設時期　６月～
場　　所　上市川地区
料　　金　初年度は無料
応募条件　農家以外の方で、趣味や生きがいの

ために野菜づくりを楽しみたい方は
どなたでも申し込みできます。

問い合わせ先　役場農林課　℡62－2111内線417

青森県赤十字大会開催
　日本赤十字社青森県支部では、支部創立120周年を記念し
て、名誉副総裁・宮妃殿下のご臨席を仰ぎ「青森県赤十字
大会」を開催します。
開 催 日　平成20年９月11日（木）
場　　所　青森市「青森市民文化会館」
表彰制度　大会で表彰される有功章社員（金色有功章：

50万円以上の寄付者、銀色有功章：20万円以上
の寄付者）の募集を行っています。

申し込み受付　６月30日まで
問い合わせ先　役場保健衛生課　℡62－2111内線272

情報ステーション

　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
で

は
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
な
ど
を

検
討
す
る
「
ご
み
有
料
化
等
検
討

委
員
会
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
五
戸
町
か
ら
１
名

●
応
募
条
件

五
戸
町
に
住
所
を
有
し
、
ご
み

の
減
量
な
ど
に
関
心
が
あ
り
、

平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
も

継
続
し
て
出
席
で
き
る
方

※
委
員
会
開
催
（
年
６
回
程
度
）

●
任
期

　
委
嘱
の
日
か
ら
１
年
間

●
報
酬

　
１
回
の
出
席
に
つ
き
６
千
円

●
応
募
方
法

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
職
業

⑤
電
話
番
号
⑥
「
委
員
希
望
」

を
明
記
。

●
応
募
期
間
　
６
月
２
日
〜
16
日 

※
郵
送
等
の
場
合
は
期
間
内
必
着

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

十
和
田
市
大
字
伝
法
寺
字
大
窪

60 

│ 

３

　
℡
０
１
７
６ 

│ 

28 

│ 

２
６
５
４

　
　
０
１
７
６ 

│ 

28 

│ 

２
６
７
８

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１

日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
届
の
提
出
が

な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
の
支

払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

※
町
県
民
税
の
申
告
が
済
ん
で
い

な
い
方
は
、
支
払
い
が
一
時
保

留
と
な
り
ま
す
。
申
告
後
、
そ

の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類

・
保
険
証

・
印
鑑

・
所
得
証
明
書
（
平
成
20
年
１
月

１
日
に
五
戸
町
に
住
所
が
な
か

っ
た
方
）

●
提
出
場
所

・
役
場
福
祉
課
、
川
内
支
所
、
浅

田
支
所
、
倉
石
支
所

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
５

●
児
童
扶
養
手
当

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る

母
ま
た
は
養
育
者
は
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
支
給
要
件（
該
当
後
５
年
以
内
）

▽
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
▽
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま

れ
た
児
童
▽
父
が
死
亡
ま
た
は

生
死
不
明
の
児
童
▽
父
が
重
度

の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

▽
父
が
１
年
以
上
拘
禁
、
ま
た

は
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い

（
１
級
お
よ
び
２
級
に
該
当
）

を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
お
よ
び
養
育
し
て
い
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
愛
護
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

・
支
給
要
件

▽
障
が
い
児
の
父
ま
た
は
母
が

そ
の
障
が
い
児
を
監
護
し
て
い

る
▽
父
母
が
な
い
か
父
母
が
監

護
し
な
い
場
合
で
、
父
母
以
外

の
方
が
養
育
し
て
い
る

※
児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
扶

養
手
当
は
、
児
童
が
施
設
に
入

所
し
て
い
る
、
一
定
の
所
得
を

超
え
る
、
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
る
な
ど
の
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
５

FAX
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相
談

特
設
人
権
相
談
所

催
し

朗

読

講

習

会

土

曜

セ

ミ

ナ

ー

「
郷
土
歴
史
講
座
」

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

選
手
募
集

・みちのく少年サッカー大会
　８月２日（土）・３日（日）　雨天決行

・花火大会
　８月２日（土）　雨天延期８月３日（日）

実行委員会事務局（五戸町観光協会内）℡62－7155

「ごのへ夏まつり」花火大会
８ 月 ２ 日 に 決 定 し ま し た

「平成20年度町民大学講座」受講生募集

　教育委員会では、町民の皆さんの生きがいや潤いのある
生活を目指し、町民大学講座を開催しています。

対　　象　町内居住の成人
募集期間　平成20年６月９日（月）～６月20日（金）
受 講 料　無料（ただし、教材購入費・見学料などが必要な場合は自己負担となります）
募集方法　電話またはＦＡＸ（様式任意）でお申し込みください。
申し込み先　教育委員会社会教育課　TEL 62－7965　FAX 77－2115

　　合同開講式・記念講演
日時　平成20年６月24日（火）13:30～15:00（受付13:00～）

場所　町立公民館　１階　小ホール
講師　岩崎　光宏　氏（八戸市南郷区　山の楽校　校長）

送迎バスを用意しますのでご利用ください。
◇上市川中央バス停　12：30発　◇志戸岸交差点　12：55発

◇浅 田 支 所　12：40発　◇倉石診療所　12：55発

（備考）次回以降の講座内容は、開講式の時にお知らせします。

第40回 五戸町民登山募集

開 催 日　平成20年７月５日（土）
登山場所　岩手県　姫神山（1,625ｍ）
募集対象　五戸町に在住または勤務し、体力・

健康に自信がある高校生以上の方
定員人員　60人  ※定員を超えた場合は抽選を行います。
参加費用　2,000円（登山当日にいただきます）
申し込み期間　６月４日（水）～６月11日（水）
　　　　　午前９時～午後５時まで
申し込み場所　社会教育課（倉石分庁舎）、

町立公民館、川内支所、
浅田支所

　　　　　（土・日曜日は受け付けておりません）
注意事項　グループでの申し込みは、１グループ

３人まで。ただし、個人での申し込み
と重複した場合はどちらも無効となり
ます。抽選になった場合は１グループ
で１件の取り扱いになります。

問い合わせ先　教育委員会社会教育課
℡62－2111内線523

（川内中学校前･切谷内下バス停経由） （豊間内コミセン経由）

（倉石支所前･小渡平公園前バス停経由）

講座内容　第１回

情報ステーション

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
暴
力
、

セ
ク
ハ
ラ
、
育
児
や
い
じ
め
な
ど

の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
問
題
を
解
消

す
る
た
め
に
、
人
権
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

　
平
成
20
年
６
月
３
日（
火
）

　
午
後
２
時
〜
５
時

●
場
　
所

　
町
立
公
民
館

●
相
談
員

　
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
１
１

●
日
　
時

６
月
１
日
、
７
日
、
15
日
、

21
日
、
29
日
の
計
５
回

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
　
所

　
町
図
書
館
　
視
聴
覚
室

●
内
容

町
に
伝
わ
る
民
話
を
テ
キ
ス
ト

に
朗
読
の
基
本
を
学
び
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
図
書
館
　
℡
61 

│ 

１
０
４
０

●
日
　
時

６
月
28
日（
土
）か
ら
毎
月
第
４

土
曜
日（
計
６
回
開
催
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
　
所

　
町
図
書
館
　
視
聴
覚
室

●
講
　
師

青
森
県
史
編
纂
委
員

小
泉
　
敦
　
氏

●
テ
ー
マ
「
五
戸
近
代
史
」

※
申
し
込
み
期
限
６
月
22
日（
日
）

　
参
加
料
無
料
、
先
着
30
人
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
図
書
館
　
℡
61 

│ 

１
０
４
０

　
町
で
は
、
９
月
７
日
開
催
「
第

16
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
」

の
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者

中
高
生･

大
学
生
（
保
護
者
が

五
戸
町
に
居
住
）、
一
般
（
五

戸
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
）

●
選
考
会
の
期
日

▽
６
月
７
日（
土
）
▽
６
月
14

日（
土
）
▽
６
月
29
日（
日
）
▽

７
月
13
日
（
日
）

●
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時

●
場
所

　
ひ
ば
り
野
公
園
陸
上
競
技
場

●
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
２
３
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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，７９５人　（－１２）

　女　１０，５３５人　（－１７）

総人口２０，３３０人　（－２９）

世帯数１６，９４４世帯（＋１２）

平成20年５月１日現在

この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

佐野坂

大学坂（昭和初期）

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０
３
９
－
１
５
１
３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２
１
－
１

TEL０
１
７
８
－
６
２
－
２
１
１
１
　
FAX０

１
７
８
－
６
２
－
６
３
１
７
　
M
AIL

soum
u＠
tow
n.gonohe.aom

ori.jp　
http://w

w
w
.tow
n.gonohe.aom
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■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
五
戸
町
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
高

橋
與
志
夫
会
長
）
か
ら
「
第

22
回
五
戸
春
ま
つ
り
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

の
益
金
３
万
円

№160

「
暮
ら
し
と
共
に
生
き
る
坂
―
今
と
昔
⑤

　
　
藩
政
期
の
佐
野
坂
、大
学
坂
、沢
井
坂
」

【
佐
野
坂
】

　
高
山
峠
か
ら
歩
い
て
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
佐
野
に
着
く
。
佐
野
か

ら
浅
水
ま
で
の
下
り
坂
が
佐
野
坂
。

幅
四
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
細
道

だ
っ
た
が
、
明
治

天
皇
御
巡
幸
の
際

に
改
修
さ
れ
て
立

派
に
な
っ
た
。
昔

の
官
道
は
至
る
所

に
奥
州
街
道
の
姿

を
残
し
て
子
孫
に

伝
え
て
い
る
。

【
浅
水
の
地
蔵
坂
】

　
浅
水
下
区
の
山
道
に
入
っ
て
百

メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
坂
。
二
十
三

夜
、
庚
申
塚
の
碑
に
出
合
っ
た
。

戦
前
は
坂
の
東
側
に
あ
っ
た
が
、

今
は
舗
装
工
事
に
よ
っ
て
反
対
側

に
移
っ
た
。

【
大
学
坂
】

　
五
戸
八
幡
坂
を
越
え
、
一
本
松

に
向
う
三
百
メ
ー
ト
ル
の
坂
道
。

　
こ
の
街
道
を
往
来
し
た
旅
人
の

う
ち
、
五
戸
駅
に
宿
を
取
っ
た
名

の
あ
る
人
に
は
菅
江
真
澄
、
伊
能

忠
敬
、
高
山
彦
九
郎
、
吉
田
松
陰

な
ど
が
い
る
。
幕
末
期
に
ロ
シ
ア

の
南
侵
対
策
の
た
め
、
盛
岡
藩
警

備
隊
、
鉄
砲
隊
等
も
こ
の
坂
道
を

通
過
し
、
下
北
の
海
岸
防
備
や
北

海
道
防
備
の
任
務
に
向
か
っ
た
。

地
元
の
農
家
に
地
名
の
由
来
を
尋

ね
た
が
、
判
然
と
し
な
か
っ
た
。

【
鹿
内
の
沢
井
坂
】

　
鹿
内
か
ら
白
山
岱
に
出
る
幅
二

メ
ー
ト
ル
の
官
道
。
坂
の
由
来
は
、

泉
を
指
す
沢
井
で
あ
る
と
い
う
。

　
そ
の
昔
、
鹿
内
は
家
数
二
十
一

軒
、
小
鹿
内
は
一
軒
あ
っ
た
。
江

戸
時
代
は
国
角
窪
と
呼
び
、
明
治

に
鹿
内
と
改
め
た
。

　
千
葉
県
香
取
郡
東
庄
町
に
千
葉

秀
胤
と
い
う
有
力
な
豪
族
が
い
た
。

こ
の
千
葉
氏
に
四
人
の
男
子
が

あ
っ
た
。
宇
治
の
乱
で
一
族
が
自

害
。
三
男
泰
秀
は
孫
の
行
氏
左
衛

門
太
郎
を
追
討
使
い
の
手
が
届
か

な
い
、
鎌
倉
幕
府
の
飛
地
で
あ
る

奥
州
鹿
内
に
出
奔
さ
せ
た
と
い
う
。

本
名
の
和
田
、
東
、
国
分
、
福
田
、

山
口
、
佐
藤
に
農
民
を
加
え
た
二

十
人
は
素
性
の
発
覚
を
恐
れ
、
全

員
「
鹿
内
」
の
姓
を
名
乗
っ
た
。

　
房
総
半
島
の
鹿
野
山
は
霊
山
と

い
わ
れ
、
山
と
石
と
木
は
原
始
信

仰
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
。
そ
の
鹿

野
山
の
内
に
神
霊
が
あ
る
と
い
う

の
で
頭
文
字
の
鹿
と
内
を
取
っ
て

「
鹿
内
」
と
改
め
た
。
祖
の
太
郎

は
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
年
）
生

ま
れ
で
二
歳
。
住
家
は
か
や
ぶ
き

の
粗
末
な
建
物
で
、
五
十
年
以
上

も
こ
の
土
地
に
住
ん
だ
。

　
五
戸
郷
の
田
畑
調
査
は
五
十
年

に
一
回
行
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
、

鹿
内
一
族
は
北
条
氏
の
検
地
調
査

を
逃
れ
る
た
め
青
森
周
辺
に
移
動

し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
（
異
説

を
唱
え
る
人
も
あ
る
）
落
人
の
命

脈
を
保
つ
た
め
に
文
書
、
系
譜
、

墓
石
が
残
ら
な
い
の
が
現
状
。
隠

れ
た
異
説
を
掘
り
出
そ
う
と
努
め

た
が
短
期
間
で
は
無
理
だ
っ
た
。

　
沢
井
坂
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五

三
）
七
月
初
旬
、
五
戸
の
百
姓
一

揆
の
集
合
場
所
が
白
山
岱
だ
っ
た

の
で
利
用
さ
れ
た
。
農
民
約
五
百

人
が
白
山
岱
か
ら
こ
の
坂
を
下
り
、

川
原
町
、
西
藤
坂
、
浅
水
、
三
戸

ま
で
押
し
か
け
、
訴
状
を
代
表
者

に
出
し
た
。

※
坂
の
メ
モ

①
鹿
内
の
共
同
墓
地
わ
き
に
、
無

名
の
巨
石
が
埋
ま
っ
て
い
る
が

墓
守
不
明
。

②
野
沢
の
古
館
坂
は
数
百
年
前
の

ア
イ
ヌ
民
族
の
館
か
、
豪
族
の

館
か
明
確
で
は
な
い
。

③
荷
軽
井
の
白
坂
は
三
戸
に
通
じ

る
道
路
。
坂
一
帯
が
火
山
灰
の

白
砂
地
の
た
め
こ
う
呼
ば
れ
る
。

④
境
坂
（
通
称
郡
境
）
現
在
の
野

村
園
芸
付
近
の
坂
道
を
こ
の
よ

う
に
呼
ぶ
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

こ
う
し
ん

と
う
の
し
ょ
う
ま
ち

し
ゅ
っ
ぽ
んか

の
う
ざ
ん

ゆ
き
こ
う
じ



屋外

屋外

ひばり野

ひまわり団地

屋外

屋内

屋内

五 戸 町 指 定 避 難 所 一 覧

　五戸町が指定する避難所の一覧です。自分が住んでいる地区の避難所を確認し、避難経路を把握しておきましょう。
　なお、災害発生時には状況により避難所が使用できない場合もありますので、防災行政無線放送等によくご留意ください。

地区 施設名区分 地区 施設名区分

地区 施設名区分

地区 施設名区分

地区 施設名区分

地区 施設名区分

●五戸ドーム

●五戸ドーム駐車場

●ひばり野スポーツ交流センタ－駐車場

屋内

全域
屋外

●五戸小学校　　　　　●上大町自治会館

●町図書館　　　

●稲荷神社境内　　　　●歴史みらいパーク駐車場

●五戸小学校　　　　　●町立公民館・体育センター

●下大町自治会館　　　●社会福祉センタ－

●町立公民館駐車場　　●歴史みらいパーク駐車場　

●役場駐車場　　　　　●社会福祉センタ－駐車場

●五戸小学校グラウンド

上大町

下大町

●地区公民館　　　　　●新町自治会館

●立場公園　　　　　　●歴史みらいパーク駐車場

新町

●川原町自治会館　　　●五戸高等学校

●川原町広場　　　　　●五戸高等学校グラウンド　

●地区公民館　　　　　●町立公民館・体育センター

●博労町自治会館　　　●社会福祉センタ－

●五戸小学校

●町立公民館駐車場　　●五戸小学校グラウンド

●五戸中学校グラウンド●社会福祉センタ－駐車場

●荒町自治会館　　　　●五戸小学校

●町図書館

●五戸小学校

●稲荷神社境内

●五戸中学校　　　　　●ひばり野自治会館

●五戸中学校グラウンド

●五戸小学校　　　　　●ひまわり集会所

●役場駐車場

屋外

屋外

屋内

屋外

屋外

屋内

屋外

屋内

屋外

屋内

屋外

屋内

屋内

屋内

屋内

屋外

荒町

川原町

博労町

●蛯川小学校　　　　　●下新井田集会所

●蛯川公会堂　　　　　●八区自治会館

●蛯川小学校グラウンド

下新井田
蛯川 根前
兎内 石仏

●切谷内小学校　　　　●川内中学校

●大森集会所　　　　　●大久木集会所

●佐野集会所　　　　　●切谷内公民館

●粒ケ谷地研修館　　　●菖蒲川自治会館

●瑞穂館

●上市川小学校　　　　●川内中学校

●瑞穂館　　　　　　　●上区研修館

●中区公民館　　　　　●下区集会所

●北市川集会所　　　　●池ノ堂自治会館

●石呑生活館

●川内中学校グラウンド●上市川小学校グラウンド屋外

●川内中学校グラウンド●切谷内小学校グラウンド屋外

屋内

屋内
大字上市川

大字切谷内

全域

五戸・蛯川地区

川内地区

豊間内地区

●豊間内小学校　　　　●岩ノ脇集会所

●豊間内地区コミュニティセンター

●志戸岸自治会館

●豊間内小学校グラウンド

大字豊間内

浅田地区

●南小学校　　　　　　●野沢自治会館

●扇田住民会館

●南小学校グラウンド　●五戸南霊園

●南小学校　　　　　　●浅水下自治会館

●浅水上自治会館　　　●浅水活性化センター

●上豊川集会所　　　　●下豊川集会所

●北向集会所　　　　　●関口集会所

●南小学校グラウンド　●浅水活性化センタ－駐車場

●豊川小学校跡地　　　●浅田青果市場駐車場

●南小学校　　　　　　●手倉橋自治会館

●荷軽井自治会館

●手倉橋農村公園

屋外

屋外

屋内

屋内

屋内

屋外

倉石地区

屋内

屋内

屋内

屋外

問い合わせ先　　役場総務課　1６２－７９５０（直通）

大字浅水

大字扇田

大字手倉橋

●五戸南霊園

倉石地区全域 ●倉石スポーツセンター●倉石コミュニティセンター

●石沢小学校　　　　　●三戸郡福祉事務組合施設

●石沢駒踊伝承館　　　●鳥沼新田文化センター

●槍沢和栄館　　　　　●石沢地区公民館

●一ノ坪文化センター　●風原平文化センター

●清駒地区開発婦人ホーム

●高村由蔵宅前　　　　●槍沢・鳥沼新田農村公園

●風原平集会所前　　　●石沢小学校グラウンド

●清駒地区開発婦人ホーム前

大字倉石石沢

●中市小学校　　　　　●倉石中学校

●保健福祉センター　　●三戸郡福祉事務組合施設

●倉石中市児童館　　　●清駒地区開発婦人ホーム

●中市共栄館　　　　　●浦田協和館

●小渡文化センター　　●向松振興会館

●大久保集会所　　　　●横倉文化センター

●清駒地区開発婦人ホーム前

●中市小学校グラウンド

●倉石コミュニティセンター駐車場

●倉石中学校グラウンド

●三戸郡福祉事務組合グラウンド

●浦田協和館前　　　　●向松振興館前　

●大久保水道揚水場前　●横倉文化センター前

大字倉石中市

●又重小学校　　　　　●倉石温泉

●山田文化センター　　●太田振興館

●谷地中文化センター　●北向文化センター

●沼沢文化センター　　●鎗水文化センター

●舘町秀山会館　　　　●宮台文化センター 

●森冬振興館　　　　　●しらかば

●平成文化センター

●山田平　　　　　　　●上谷地広場

●北向農村公園　　　　●沼沢集会所前

●本田良徳宅上ミ（畑）　 ●小笠原義高宅前

●古川代農村公園　　　●又重小学校グラウンド

●森山進宅下モ（畑）　　 ●冬名集落入口交差点(道路)

●佐々木芳弥宅前（畑）

大字倉石又重

屋外

屋内



日 記念日等

世界環境デー

時の記念日

父の日�
高齢者交通安全の日
家庭の日

県民交通安全の日

行　　事　　等

１

２

３

４

火

水

水

５

６

日

７

月

８

火

月

木

金

土

木

金

日

月

土

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

電
波
利
用
保
護
旬
間

２００８年

平成２０年
６６月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

● ６か月児健康相談（19年10・11月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（20年２月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

12：20～12：50受付● ポリオ予防接種 総合病院

10：00～12：00

 9：00～16：00

町立公民館

主会場：三戸町

主会場：三戸町

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● 人権相談 14：00～17：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 三戸郡総合体育大会 主会場：田子町

主会場：田子町
主会場：三戸町

● 朗読講習会 10：00～11：30 町図書館視聴覚室

● 味まつり＆倉石牛まつり 10：00～15：00 夢の森ハイランド

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 五戸町長杯争奪グラウンド・ゴルフ交歓大会 小渡平公園

10：00～11：30● 朗読講習会 町図書館視聴覚室

18：30開演● 陸上自衛隊第９音楽隊演奏会 町立公民館

10：00～11：30● 朗読講習会 町図書館視聴覚室

13：30～15：00● 町民大学講座合同開講式・記念講演 町立公民館

10：00～11：30● 土曜セミナー「郷土歴史講座」① 町図書館視聴覚室

10：00～11：30● 朗読講習会 町図書館視聴覚室

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付 総合病院
ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

17

18

19

20

21

22

23

24

火

火

月

水

木

金

水

木

金

土

日

月

土

日

25

26

27

28

29

30

記念日等日 行　　事　　等

今月の納期

納期限６月30日（月）

町県民税 第１期

平成19年分所得証明書
　発行開始　　６／２～　　　　役場税務課・各支所

平成20年度課税証明書

児童手当現況届提出期間　　　　　　６／２～６／30　役場福祉課・各支所�     

まちづくり月間

男女雇用機会均等月間

● 朗読講習会

● 青森県スポーツ少年団フェスティバル三戸郡予選大会

軟式野球　 8：30～ 三戸町　ミニバスケットボール　 9：00～ 三戸町

10：00～11：30　　　町図書館視聴覚室

● お話会

● 青森県スポーツ少年団フェスティバル三戸郡予選大会
● 三戸郡総合体育大会

14：00～15：00　　　町図書館児童コーナー

● 青森県スポーツ少年団フェスティバル三戸郡予選大会

12：20～12：50受付● 麻しん・風しん混合予防接種 総合病院

● 献血 上記参照

シートベルト・チャイルドシート
着用強調月間　５月１日～６月30日

１全ての座席のシートベルト着用が義務
化されることの周知と着用の徹底

２チャイルドシートの使用と座席への
正しい取付けの徹底

締めたかな　後ろの席も　シートベルト

運
動
の
重
点

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

19：30～11：10　センサ工業㈱

12：00～13：00　東北メディカル学院

14：30～16：00　大蔵工業㈱

６月11日（水）

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付 総合病院
ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

● ３歳児健康診査（17年２・３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

13：30～16：00 町立公民館● 行政相談
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このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

● ６か月児健康相談（19年10・11月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（20年２月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

12：20～12：50受付● ポリオ予防接種 総合病院

10：00～12：00

 9：00～16：00

町立公民館

主会場：三戸町

主会場：三戸町

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● 人権相談 14：00～17：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 三戸郡総合体育大会 主会場：田子町

主会場：田子町
主会場：三戸町

● 朗読講習会 10：00～11：30 町図書館視聴覚室

● 味まつり＆倉石牛まつり 10：00～15：00 夢の森ハイランド

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 五戸町長杯争奪グラウンド・ゴルフ交歓大会 小渡平公園

10：00～11：30● 朗読講習会 町図書館視聴覚室

18：30開演● 陸上自衛隊第９音楽隊演奏会 町立公民館

10：00～11：30● 朗読講習会 町図書館視聴覚室

13：30～15：00● 町民大学講座合同開講式・記念講演 町立公民館

10：00～11：30● 土曜セミナー「郷土歴史講座」① 町図書館視聴覚室

10：00～11：30● 朗読講習会 町図書館視聴覚室

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付 総合病院
ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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町県民税 第１期

平成19年分所得証明書
　発行開始　　６／２～　　　　役場税務課・各支所

平成20年度課税証明書

児童手当現況届提出期間　　　　　　６／２～６／30　役場福祉課・各支所�      

まちづくり月間

男女雇用機会均等月間

● 朗読講習会

● 青森県スポーツ少年団フェスティバル三戸郡予選大会

軟式野球　 8：30～ 三戸町　ミニバスケットボール　 9：00～ 三戸町

10：00～11：30　　　町図書館視聴覚室

● お話会

● 青森県スポーツ少年団フェスティバル三戸郡予選大会
● 三戸郡総合体育大会

14：00～15：00　　　町図書館児童コーナー

● 青森県スポーツ少年団フェスティバル三戸郡予選大会

12：20～12：50受付● 麻しん・風しん混合予防接種 総合病院

● 献血 上記参照

シートベルト・チャイルドシート
着用強調月間　５月１日～６月30日

１ 全ての座席のシートベルト着用が義務
化されることの周知と着用の徹底

２ チャイルドシートの使用と座席への
正しい取付けの徹底

締めたかな　後ろの席も　シートベルト

運
動
の
重
点

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

19：30～11：10　センサ工業㈱

12：00～13：00　東北メディカル学院

14：30～16：00　大蔵工業㈱

６月11日（水）

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付 総合病院
ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

● ３歳児健康診査（17年２・３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

13：30～16：00 町立公民館● 行政相談



　 麻しん・風しん混合予防接種

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課

● ３か月児健康診査（20年３月生）

● ＢＣＧ接種

● 10か月児健康相談（19年８・９月生）
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県民交通安全の日

高齢者交通安全の日

行　　事　　等

月　間　メ　モ

「愛の血液助け合い運動」月間

社会を明るくする運動全国強調月間
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● みんなの保健室（健康相談）

● 子育てメイト「七夕まつり会」

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

12：20～12：50受付 総合病院

12：20～12：50受付 総合病院

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ２歳６か月児健康相談（17年12月・18年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

10：00～12：00 町立公民館小ホール

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

● 田ノ草取り唄（踊） 14：00～ 代官所前

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

● 五戸町民登山 岩手県　姫神山

● 身体障がい者巡回審査および更正相談（肢体不自由） 三戸町保健センター

12：20～12：50受付

 8：45～11：00

総合病院


